
町立病院からのお知らせ

問い合わせ先　和水町立病院　☎0968・86・3105

看護教育委員会の取り組みと
インフルエンザ予防接種のお願い

●看護教育委員会の取り組み
　町立病院では看護教育委員会を設置し、看護水準の向上を目的に
日々活動を続けています。今回は「院外講師による講義」を紹介し
ます。
　８月17日（木）、公立玉名中央病院理事長の中野哲雄氏を講師に
迎え、「整形外科」をテーマに、画像や具体的な症例を交えた講演
会を開催しました。
　このような取組みを継続し、今後も、信頼される地域医療を提供
していきます。

●インフルエンザ予防接種のお願い
　これからの季節はインフルエンザや感染性胃腸炎（ノロウイルス）が流行する時期になってきま
す。感染を防ぐためには、原因となるウイルスを体内に侵入させないことや、周囲にうつさないよ
うにすることが重要です。
　町立病院でも、正面玄関などに手指消毒剤やマスクを置き、感染対策を行っていますので、感染
対策にご協力をお願いします。
　また、10月からインフルエンザの予防接種を受付けています。この機会に接種されてはいかがで
しょうか。

※和水町インフルエンザ予防接種の助成内容については広報なごみ10月号13ページに記載していますのでご確認ください。

平成29年度　和水町に住所を有する人のインフルエンザ接種料金表

※健康保険証は住所確認のために使用します。必ずご持参ください。      
※予診票は町立病院に用意しています。必要な方は町立病院受付へおたずねください。      
※お住まいの町によっては自己負担額が異なります。      

年齢 予約期間 接種料金 町助成金 自己負担額 用意していただくもの 接種期間

6ヶ月～
18歳以下

10月2日（月）～
12月15日（金）

（受付時間…
午前８時30分～

11時30分まで）
※高校生は予約の

必要はありません

4,000円 3,000円 1,000円

母子健康手帳
（６ヶ月～

中学生以下）
印鑑

健康保険証

10月10日（火）～
1月31日（水）

（６ヵ月～
15歳のみ

午前９時～
正午まで）18歳以上～

64歳以下
予約の必要はありま
せん 3,000円 なし 3,000円 健康保険証

65歳以上 予約の必要はありま
せん 5,200円 4,200円 1,000円 健康保険証

中野哲雄理事長
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九州を平定した菊池武光公騎馬像（菊池市）ガネめし（和水町）

八千代座（山鹿市）

問い合わせ先
三加和公民館
（社会教育課）

0968・34・3047
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